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カリフォルニア州サンフランシスコからナパバレーへ 2 時間 3 分／107 キロメートル

カリフォルニア州ナパバレーからレディング 2 時間 47 分／284 キロメートル

カリフォルニア州レディングからオレゴン州ローグバレーへ 2 時間 33 分／257 キロメートル

オレゴン州ローグバレーからユージーンへ 2 時間 31 分／262 キロメートル

オレゴン州ユージーンからウィラメットバレーへ 1 時間 5 分／107 キロメートル

オレゴン州ウィラメットバレーからポートランドへ 54 分／76 キロメートル
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カリフォルニア州サンフランシスコからナパバレーへ
1 日目

サンフランシスコに到着したら、ナパバレー（Napa Valley）まで
短いドライブを楽しみましょう。途中で有名なゴールデンゲート
ブリッジ（Golden Gate Bridge）を渡ります。フォートポイント国
立歴史地区（Fort Point National Historic Site）のバッテリー・
イースト・ビスタ（Battery East Vista）に立ち寄り、サンフランシ
スコを象徴する橋の前で記念写真を撮りましょう。橋を渡ると、
古風な地中海風の街に入る前に、ゴールデンゲートブリッジを
もう一度見渡せるポイントがサウサリート（Sausalito）にあり
ます。ナパ（Napa）の街に入る前に、サンフランシスコベイ（San 
Francisco Bay）で素晴らしい眺めを楽しみながら昼食にしまし
ょう。ワインの名産地の中心にあるナパのダウンタウンには、ダ
イニングやナイトライフ向きのスポット、さらに地元のアート作品
やクラフトグッズを購入できるお店が数多く揃っています。ダウン
タウンで宿泊しても、また街のすぐ外に集まっているナパバレー
の豪華なリゾートに泊っても良いでしょう。

まずはナパバレーのヨントビル（Yountville）にある広大なブド
ウ畑から散策を始めましょう。今回のワイナリー巡りの旅では、
専門の運転手がいる場合には自家用車を利用すると良いでしょ

う。または運転手付きの車をレンタルしたり、UberやLyftなどの
タクシーアプリを利用してください。1 日の始まりは、ワインの試
飲が楽しめる、この谷間の地域で最も美しいスポットの 1 つ、ド
メーヌシャンドンから。芝生の中にオークの樹が点在する、美し
い自然の風景をテラスから眺めることができます。スパークリン
グワインのセレクションを味わいながら、たっぷりと日光を浴び
てリラックスしましょう。ヨントビルを出発し、すぐ近くのセントヘ
レナ（St. Helena） に向かいましょう。ヴィ・サトゥーイ・ワイナリー

（V. Sattui Winery）へ向かう道すがら、ケークブレッド・セラーズ
（Cakebread Cellars）やラザフォード・エステーツ（Rutherford 

Estates）などの有名なワインブランドの産地に立ち寄ることも
できます。3 つのテイスティングルームに加え、ヴィ・サトゥーイに
は自前の工房で生産されたハムやサラミ等のシャルキュトリー、
さらに 200 種類以上のチーズを含めた手作りの料理を提供す
るデリカテッセンもあります。ヴィ・サトゥーイのワインのセレクシ
ョンに地元産の珍味を合わせ、2 エーカーを超えるアウトドアス
ペースへとピクニックにくり出せば、ナパバレーの魅力を存分に
堪能できることでしょう。ワイナリーに付属する庭園、地下のワイ

ンセラーや博物館となっている洞窟を見学してから出発しまし
ょう。ランチの後にはナパに戻り、ワイン好き必見のスポット、オ
ークヴィル（Oakville）のオーパス・ワン・ワイナリー（Opus One 
Winery）へ向かいましょう。豊かに生い茂るぶどう畑、そして青々
とした芝生の中にたたずむオーパスワンは、訪れる人たちを素
晴らしい風景の中へ誘います。オーパスワンを訪れる際は予約
が必要です。見学ツアーとテイスティング、ライブラリーツアーと
テイスティング、または堂々としたパートナーズルームや山々を
望むテラスでの、最新ヴィンテージ 4 オンスのテイスティングとい
ったプランが用意されています。ナパバレーではディナーの選択
肢に事欠くことはありませんが、特にオーベルジュ・ドゥ・ソレイユ

（Auberge du Soleil）のレストランは見逃せません。ナパバレー
で最初の高級ダイニングレストランであり、ミシュランガイドでは 
13 年連続で星を獲得しています。地元産の材料、素晴らしい風
景、そしてディナーに合わせて供される比類ないワインのセレク
ションは、旅行後何年でも人に話したくなる大切な思い出になる
ことでしょう。

宿泊地：カリフォルニア州ナパバレー

サンフランシスコのペインテッド・レディース

2 時間 3 分／107 キロメートル



2 日目

ナパバレーでの 2 日目は、まずこのワインの名産地を代表する有名
なシャトー、ドメーヌ・カーネロス（Domaine Carneros）への訪問
から始めましょう。伝説的なシャンパーニュ・テタンジェの故郷であ
る、フランス、シャンパーニュ地方の 18 世紀の伝統的なマルケット
リー城（Château de la Marquetterie）をモデルにした施設です。
庭園と湖、ぶどう畑を見渡すテラスのプライべートテーブルで、さま
ざまなスパークリングワイン、キャビアやスモークサーモンを楽し
みましょう。次は、交通量の少ないシルバラードトレイル（Silverado 
Trail） を通り、ルナ・ヴィンヤーズ（Luna Vineyards）でのテイスティ
ングに向かいましょう。ここでも一人一人に合わせた体験を提供し
ているため、予約が必要となります。ラップアラウンド式のポーチを

利用するか、屋内のテーブルにつくかを選ぶことができます。ルナ・
ヴィンヤーズは、ビスタ・コリンナ（Vista Collina）のヴィレッジにも
美しいテイスティングルームを有しています。最後はナパバレー・ワ
イン・トレイン（Napa Valley Wine Train）でディナーを堪能し、古
風で豪華な雰囲気でナパバレー訪問を締めくくりましょう。100 年
前の列車に乗り込み、ナパのダウンタウンとセントヘレナの間を結
ぶ、150 年前に整備された約 58 キロメートルにおよぶ路線を旅し
ます。途中で、ナパバレーの高名なワイナリーにも立ち寄ります。エ
レガントな食事と雄大な眺めを楽しむなら、風景が間近に見られる
特別な窓を備えたワンランク上のビスタドーム車両を選びましょう。

宿泊地：カリフォルニア州ナパバレー

カリフォルニア州ナパバレーからレディングへ
3 日目

ナパを出たら、シルバラードトレイル沿いに北西に向かい、カリスト
ガへ行きましょう。有名なミネラル温泉と、歴史ある泥風呂があな
たを待っています。カリフォルニア州のオールドフェイスフル間欠泉

（Old Faithful Geyser of California）や、トスカーナ風の城館とワ
イナリーを擁するカステロ・ディ・アモロサ（Castello di Amorosa）
に足を運びましょう。もっと活動的に時間を過ごしたい人は早めに
出発し、カリストガからほど近いロバート・ルイス・スティーブンソン
州立公園に立ち寄りましょう。セントヘレナ山（Mount St. Helena）
山頂へ向けて 500 メートルを登る、往復 16 キロにわたるハイキン
グでは、ナパバレー、サンフランシスコ湾地域の息をのむような風
景に出会えます。晴れた日にはシャスタ山（Mount Shasta）とラッ
セン山（Lassen Peak）まで見渡すことができます。非常に体力を
使うハイキングで、山頂までは 2.5 時間、さらに下山に 1.5 時間を
要します。そこからレディング（Redding）へ向かいますが、途中で
小さな街ヴィナ（Vina）に位置するニュー・クレアヴォー・ヴィンヤ
ード（New Clairvaux Vineyard）に立ち寄りましょう。この歴史ある
ブドウ園は、ワインの名所としてはユニークなスポットです。およそ 
1,000 年前からワインの醸造を続けている、トラピスト・シトー修道
会の修道士たちがここで暮らしています。もちろんテイスティングル
ームは見逃せませんが、この平穏な雰囲気に満ちた施設には、教
会、書店、礼拝堂も併設されています。修道院のその他の区画は宿

泊者用か、あるいは見学ツアーでのみ中に入ることができます。レデ
ィングのホテルにチェックインした後は、キャトルメンズ・ステーキハ
ウス（Cattlemens Steakhouse）で心のこもったステーキディナー
を堪能しましょう。地元の住民が経営するこのレストランでは、新鮮
な牛肉を手作業でカットして提供しています。

レディングからほど近い歴史ある街、マントン（Manton）には、イン
ディアン・ピークス・ヴィンヤード（Indian Peaks Vineyards）があ
ります。テイスティングルームではこのワイナリーに揃うあらゆるワ
インを試飲することができ、締めくくりにはダークチョコレートのト
リュフと、このワイナリーを代表するワイン「ドンナのデザート」が振
る舞われます。通常、週末にはランチも提供されています。夏の時
期、金曜日か土曜日の夜に訪問すると、生演奏の音楽をはじめさ
まざまな催しも楽しむことができます。レディングに戻り、モズレー・
ファミリー・セラーズ（Moseley Family Cellars）に足を運びましょ
う。ここではワインを味わうだけではなく、ワインについて学ぶこと
もできます。ワインについてのあなたの知識の深さに合わせて、テ
イスティングのプログラムが用意されます。ムーンストーン・ビストロ

（Moonstone Bistro）でディナーの予約を取っておきましょう。サス
テナビリティを大切にした、オーガニックで新鮮な地元の旬の食材
を活かす、隠れた名店です。

宿泊地：カリフォルニア州レディング

ナパバレーのダックホーンヴィンヤーズ

2 時間 47 分／284 キロメートル



カリフォルニア州レディングからオレゴン州ローグバレーへ
4 日目

ワインを巡る旅、次はオレゴン州の美しいローグバレーへと
向かいます。まずはカスケード・シスキュー山岳地帯のふも
とに位置するアッシュランド（Ashland）へと向かいましょう。
オレゴン・シェイクスピア・フェスティバルをはじめ、生き生き
としたアートシーンが根付いている街です。街の少し先に、ア
ーヴィン・アンド・ロバーツ・ヴィンヤーズ（Irvine & Roberts 
Vineyards）があります。ここでは毎週水曜日から日曜日まで、
ワインのテイスティングを楽しむことができます。周囲の山々
の美しい風景を屋外のテラスから眺めつつ、ピノ・ノワールや
シャルドネを味わいましょう。さらに北にあるパスカル・ワイナ
リー（Paschal Winery）では、洋ナシの果樹園と山岳地帯を見
下ろせる丘の頂上にテイスティングルームが設置されていま
す。リラックスしたランチを楽しみ、お好みで選べるワインをさ
まざまなチーズやシャルキュトリーと合わせて味わいましょう。 

引き続き美しいローグバレーに分け入り、ローグ川（Rogue 
River）沿いの小さな街、ゴールドヒル（Gold Hill）からほど近い
デル・リオ・ヴィンヤード・エステート（Del Rio Vineyard Estate）
へ向かいましょう。このワイナリーのテイスティングルームは歴史
あるホテルの中にあり、またブドウ畑の風景を楽しめる野外の
ピクニックエリアも完備されています。グランツパスに戻る前に、
オレゴンの渦（Oregon Vortex）のミステリーハウス（House of 
Mystery）に立ち寄りましょう。この家は、一種の「エネルギーの
渦」と噂されている場所にあります。目に映るもの全て、もしかし
たら自分の身長さえも信じられなくなるかもしれません。グラン
ツパスに戻ったら、シュミット・ファミリー・ヴィンヤーズ（Schmidt 
Family Vineyards）の暖かくエレガントなテイスティングルーム
で、ランチとワインの試飲を楽しみましょう。ワイナリーの庭園で
採れた旬の食材をふんだんに用いた料理が振る舞われます。赤、
白、ロゼ、そしてデザートワインのセレクションからの組み合わせ

を、時間をかけてゆっくりと楽しみましょう。ランチの後は、アップ
ルゲート・リバー・バレー（Applegate River Valley）を見下ろす
オーガニックブドウ園、ウールドリッジ・クリーク・ヴィンヤード・
ワイナリー・クリーメリー・アンド・シャルキュトリー（Wooldridge 
Creek Vineyard, Winery, Creamery & Charcuterie）へ向かい
ます。チーズや塩漬け肉をつまみつつ、手作りのワインを味わい
ましょう。すべて現地で作られたものです。庭園の木陰、あるいは
パティオの暖炉のそばで、1 年を通じて食事をすることができま
す。また、農場では小型のヤギ、ニワトリ、小型のロバやポニーな
どの生きものたちも待っています。ディナーにはぜひリバーズ・エ
ッジ・レストラン（River’s Edge Restaurant）へ。ローグ川の土手
に位置し、地元産の材料をふんだんに使ったメニューを提供して
います。日没前に到着すれば、川と山々の向こうへ沈んでいく夕
日を眺めることができます。

宿泊地：オレゴン州グランツパス

レディングのジョーンズ・バレー・リゾート

2 時間 33 分／257 キロメートル



オレゴン州ローグバレーからユー
ジーンへ
5 日目

ワインのテイスティングから少し離れて、クレーターレイク国立公園（Crater Lake National Park）
に寄り道しましょう。クレーターレイクは、はるか昔 7,000 年以上前の火山の噴火により形成され
た湖です。アメリカの湖の中で最も深く、その深さは世界でもトップクラスに入ります。驚くほどに
青く澄んだ湖で、寄り道して見に行くだけの価値があります。アンプクアバレー（Umpqua Valley）
で再びワインの旅に戻り、ローズバーグ（Roseburg）のアバセラ・ワイナリー（Abacela Winery）に
立ち寄りましょう。テンプラリーニョ、アルバリーニョ、ブランコ・ドゥルセといった品種のユニーク
なワインと共に、雄大な風景を望むテイスティングルームでおいしい軽食を楽しむことができます。
天気の良い日には、ぜひブドウ畑の見学ツアーにも参加してください。さらに北へと向かい、ウィ
ラメットバレー（Willamette Valley）の南の端、ウィラメット川（Willamette River）の河岸に位置す
るユージーンに入ります。この美しく活気ある街では、様々なアート、文化、アウトドアやグルメが
楽しめます。中でも特別なディナーが堪能できるのが、歴史あるシャムロック・ハウス（Shamrock 
House）内のレストラン、グリット（Grit）。地元産の食材を活かしたメニューをそろえています。

ユージーンには様々なワイナリーが集まっています。1 日の初めにまず訪れたいのはが、シルヴァ
ン・リッジ・ワイナリー（Silvan Ridge Winery）。素晴らしいウィラメットバレー産ピノ・ノワールとピ
ノ・グリ、そして少量生産のローグバレー固有品種のワインで知られています。施設内には時計塔
や円形劇場といったフォトジェニックなスポットも。パティオや暖炉のある部屋でのテイスティング
を楽しめます。シルヴァン・リッジからほど近いサーヴァー・ワイナリー（Sarver Winery）では、ピノ・

ノワール、ピノ・グリ、シャルドネといった地元産のワインを少量生産しています。絶品のチーズや
パテ、サラミや焼きたてのパンと一緒に、山々の素晴らしい風景を眺めながらテイスティングを楽
しめます。ユージーンに戻ったら、フィフス・ストリート・パブリック・マーケット（5th Street Public 
Market）に足を運んでみましょう。地元の住民が経営するお店や飲食店が軒を連ねています。文
化にひたりたくなったら、自然文化史博物館（Museum of Natural and Cultural History）やジ

ョーダン・シュニッツァー美術館（Jordan Schnitzer Museum of Art）がおすすめ。そこから 30分 
ほどのところにあるキング・エステート・ワイナリー（King Estate Winery）へ、ディナーに向かいま
しょう。世界最大のオーガニックブドウ畑の 1 つであるこの美しい施設は、約 12 ヘクタールに及
ぶオーガニック農園や果樹園、さらに 0.4 ヘクタールの一面のラベンダー畑も擁しています。少し
早めに行って、ディナーの前に見学ツアーとテイスティングに参加しましょう。ワイナリー内の風格
のあるレストランでは、地元産の材料を使った料理に地元産のワインを合わせて提供しています。
施設内で採れた野菜、フルーツ、ハーブや花々をふんだんに使った、美味しいメニューが揃ってい
ます。思い出に残る食事を、素晴らしい風景と共にご堪能ください。

宿泊地：オレゴン州ユージーンオレゴン州ウィラメットバレー

2 時間 31 分／262 キロメートル



オレゴン州ユージーンからウィラメットバレーへ
6 日目

ユージーンのすぐ北にあるジャンクション・シティ（Junction 
City）には、ここでしか販売していない少量生産のさまざまな
高級ピノ・ノワールやピノ・グリに特化した、小規模なワイナリ
ー兼テイスティングルーム、ファイファー・ワイナリー（Pfeiffer 
Winery）があります。運が良ければ、ワインの生産者が固有品種
について語る、非公式の「ピノ・クリニック」に参加できるかもしれ
ません。このワイナリーでは、イタリアの洞窟（グロット）を模した
居心地の良いテイスティングルーム、噴水のある庭園やティキ・バ
ーでワインの試飲を体験できます。さらにここからほど近いウォ
ルナット・リッジ・ヴィンヤード（Walnut Ridge Vineyard）には、
再利用された木材、ガスランプ、さらに本物の薪を燃やす暖炉を
そなえた、ユニークなフランス植民地時代風のテイスティングル
ームがあります。ブドウ畑の真ん中で、カスケードとオレゴンコー
スト（Oregon Coast）の山々を望む息をのむような風景の中、屋
内や屋外のテーブルでワインと軽食を楽しみましょう。ウィラメッ
トバレーの中央部からニューバーグ（Newberg）へと向かい、ザ・
ペインテッド・レディ（The Painted Lady）でディナーにしましょ
う。ファーム・トゥ・テーブル（農場から食卓へ）式の、チャーミング
で洗練されたダイニングレストランで、ダウンタウンからほど近い
閑静な地区の、ヴィクトリア朝風の邸宅の中にあります。丸 1 日

移動した後ですから、コース料理が良いでしょう。新鮮な地元産
の肉、シーフード、オーガニック野菜と受賞歴のあるワインを、高
級感のある、それでいてアットホームな雰囲気の中で楽しむこと
ができます。

次はダンディー（Dundee）のアースワイナリー（Erath Winery）に
向かいます。ウィラメットバレーでのワイン業を切り拓いた老舗ワ
イナリーの 1 つであり、40 年以上にわたってピノ・ノワールの生
産を続けています。ジョリーヒルズ（Jory Hills）の眺めと共に、ク
ラシックなオレゴン州のピノを味わうことができます。また、同じ
ダンディーにあるレッド・ヒルズ・マーケット（Red Hills Market）
では、リラックスした美味しいランチを楽しめます。地元の農園や
ブドウ畑で獲れた作物を見て回る間に、農場主、シェフやワイン
生産者に出会えることでしょう。マーケットには、地元の食材を活
かした手作りのメニューを提供するレストランもあります。店内
で食べてもよいですし、次に訪れるワイナリーに持って行ってピ
クニックをしても良いでしょう（ワイナリーへの料理の持ち込み
の可否を事前に確認しておいてください）。レッド・ヒルズ・マーケ
ットから通りを挟んで反対側には、アーガイル・テイスティング・
ハウスがあります（Argyle Tasting House）。屋内や屋外で、スパ
ークリングワイン、リーズリング、シャルドネやピノ・ノワールのセ

レクションから、リラックスした雰囲気のテイスティングが楽しめ
ます。近辺のワイナリーにはザ・フォー・グレイシーズ（The Four 
Graces）もあります。最初の創業者の娘の名前から名付けられ
たワイナリーですが、「グレイス（優美）」という言葉はここで提供
されているワインにもぴったりと当てはまります。創業者の息子
のニコラスは「フォー・グレイシーズの番人」として知られており、
その名はダンディー・ヒルズ・リザーブ（Dundee Hills Reserve）
のピノ・ノワールにも刻まれています。フォーリー・ファミリー・エ
ステート（Foley Family Estate）の歴史ある農場の母屋が、古風
なテイスティングルームとなっています。訪問者はブドウ畑を見学
し、ピクニック形式でフォー・グレイシーズのワインを楽しむこと
ができます。夜にはデイトンまで車を走らせ、ジョエル・パーマー・
ハウス（Joel Palmer House）でディナーを堪能しましょう。ジョエ
ル・パーマーは 1848 年にデイトンの街を立ち上げた人物。レスト
ランは彼が建設した歴史ある建物に入っていることから、この名
前がつけられました。レストランのスタッフが手づから集めた野
生のマッシュルームやトリュフを、地元産の材料と組み合わせた
家庭料理のレシピで料理しています。もちろん、地元オレゴン州
のワインと一緒に楽しむことができます。

宿泊地：オレゴン州ニューバーグ

ウィラメットバレーのコテージグローブ

1 時間 5 分／107 キロメートル



オレゴン州ウィラメットバレーからポートランドへ
7 日目

ウィラメットバレーで過ごす最後の日は、まずデイトンの北東にあるソコル・ブ
ロッサー・ワイナリー（Sokol Blosser Winery）に向かいましょう。 こちらもオレ
ゴン州の老舗ワイナリーの 1 つで、1971 年に創業者が 約 2 ヘクタールの土
地にピノ・ノワールのブドウを植えたのが始まりです。現在、豪華な場所からカ
ジュアルな場所まで、また屋内外を問わず、ブドウ畑の風景に囲まれた様々な
特徴ある場所で、腰を落ち着けてテイスティングが楽しめます。ワイナリー巡り
の最後の目的地は、ドメーヌ・セリーヌ（Domaine Serene）。ワイナリー・ヒル・
エステート（Winery Hill Estate）の、まるで絵画のようなブドウ畑に囲まれて、
素晴らしいピノ・ノワールやシャルドネを楽しむことができます。テイスティング
に立ち寄っても良いですし、もっと親密な雰囲気の見学ツアーを事前に予約す
るのも良いでしょう。ワインとの組み合わせが考え抜かれた料理から、よりカジ

ュアルなシャルキュトリーまで、テイスティングと共に食事も楽しむことができ
ます。ランチの後は、ウィラメットバレーから大都会ポートランドに向かいましょ
う。そのオリジナリティで広く知られる豊かな食文化を味わえるよう、時間に余
裕をもっておいでください。工場を改装したオリンピア・プロヴィジョンズ・サウ
スイースト（Olympia Provisions Southeast）はポートランドで最初のサラミ
工房として開業し、のちに素朴なスペイン・地中海料理をアレンジするレストラ
ンを始めました。シャルキュトリーボードから、自家製ソーセージにザワークラ
フトを添えたシュークルート・ガルニーまで、存分に食事を楽しめるよう、お腹
を空かせて行きましょう。

宿泊地：オレゴン州ポートランド

アメリカ旅行のヒントやアイディアが満載の GoUSA.jp をご覧ください。

ポートランドの国際バラ試験農園

54 分／76 キロメートル


